
『
高
麗
史
』
所
引

の
道
読
識
記

に
つ
い
て

(梁
)

『高
麗
史
』
所
引
の
道
読
識
記

に
つ
い
て

梁

銀

容

高
麗
王
朝
の
正
史
で
あ
る

『高
麗
史
』
に
は
、
全
篇
を
通
じ
て
数
多
く
識
記

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
識
記
は
神
人
の
天
機
・
天
理
に
よ
る
未
来
の
子
言
書
と

見
な
さ
れ
、
政
策
上
絶
対
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
が
、
『高
麗
史
』
所
引
の

識
記
が
ほ
と
ん
ど
禅
僧
道
読
国
師

(八
二
七
-
八
九
八
)
撰
と
名
乗
る
と
こ
ろ

に
、
高
麗
王
室
と
仏
教
と
の
関
わ
り
、
引
い
て
は
高
麗
時
代
に
お
け
る
仏
教
の

在
り
方
が
窺
え
る
。

道
読
国
師
の
法
脈
は
、
恵
徹

(七
八
五
-
八
六
一
、
九
山
禅
門
の
中
の
桐
裏

山
門
開
祖
)
-
道
読

(玉
竜
寺
派
開
祖
)
-
慶
甫

(八
六
八
-
九
四
七
)
と
伝

承
さ
れ
る
。
彼
の
生
涯
は
撰
惟
清
撰
の

「白
難
山
玉
竜
寺
贈
謹
先
覚
国
師
碑

(
1
)銘

」
(
一
一
五
○
年
撰
進
、

一
一
七
二
年

建
立
)

に
よ

つ
て
知

る
こ

と
が

で
き

る
が
、

碑
銘
に
示
さ
れ
る
通
読

は
、
禅

僧
と
識
僧
と

の
両
面
の
性
格
を
持

つ
て

い
る
。

非

凡
な
禅
僧

と
し
て
の
彼

は
、
「
無
説

之
説
無
法
之
法
」

の
禅
法

の
究
極

を

証
得

し
、

か

つ

「
山
川
順
逆
説

・
陰
陽

五
行
術
」

を
修
め
る

こ
と
に
よ

つ
て
天

理
を
知

り
、

つ
い
に
新
羅
末
期

の
混
乱

な
社
会
状
況

の
中
で
、
新

し
い
君
主
と

し
て
の
高
麗

太
祖

の
誕
生
を
予
言

し
た
と
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
高
麗

王
室

で
は

(
2
)

「国
有
我
師
仏
有
嫡
子
」
と
尊
崇
の
念
を
極
め
、
碑
を
建
て

「帝
王
之
業
」
を

築
い
た
功
徳
を
讃
え
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、

高
麗
王
朝
に
お
け
る
道
読

の
影
響
力
は
、

単

に
太
祖
誕
生

の
予
言

に
よ
る
創
業

の
功
徳
だ
け
で
な
く
、

道
読
識

記

の
盛

ん
な
流
布
が
伴
な

つ
た
こ

と
価
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。
『
編
年

綱
目
』
(
『
高
麗
史
』
高
麗
世
系
)

に
よ
る

と
、
太
祖
年
十

七
に
道
読
が
開
城
に
訪
れ
、

太
祖

に
運
勢
や
地
理
稗
補

説
を
教

え
た

と
あ
る
。

太
祖

は
以
後

(
九
四
三
)
信
書

「
訓
要
十
条
」
を
あ
ら

わ
し
、

そ
の
中

で

「
其
二
日
。
諸
寺
院
。

皆
道
読
推

占
山

水
順
逆

一而
開
レ
創
。

道
読

云
。
吾
所
二
占
定
外

一妄
加
二
創
造

幻
則
損
訓
薄
地
徳

-詐
業

不
レ
永
。

…
…
」

(
世
家

二
)

と
、
太
祖

の
建
立
し
た
寺
院

の
す

べ
て
が
道
読

の
稗
補
寺
塔
説
に

基
づ

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

こ
の
太
祖
訓
要
と
と
も
に
道
読

の
高
麗

王
朝
に
お
け
る
絶
対
的
位

置

が
与

え
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
訓

要

の
中

の

「道
読

云
」

以
下

の

一
節

が
、
道
読
か
ら

の
口
伝
か
、

そ
れ
と
も
識
記
か
ら
引

い
て
い
る
か

は
明
ら
か
価
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
廃
禍

王

一
四
年

(
一
三
八
八
)

の
大
司

憲
趙

俊
等

の
上
書
文
で
、
「
寺
社
田
。
祖
聖

以
来
五
大
寺

・
十

大

寺

等
。
国

家

稗

補
所
。

其
在
二
京
城

一者
凛
給
。

其
在
二外

方

一者
給
二
柴
地
幻
道

読

密

記
外
。

其
新
羅

・
百
済

・
高
句
麗
所
レ
創
寺
社
。

及
新
造

寺

社
。

不
レ
給
」
(
志

三

二
)

と
あ
り
、
訓

要
は

『
道
読
密
記
』
か
ら
引

い
て

い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

太
祖

以
後
、
道
読

に
は
顕
宗
代

(
一
○
○

九
-

一
○

三

一
)
価
大
禅
、

粛
宗

代

(
一
○
九
五
-

一
一
○

五
)
に
王
師
、
仁

宗
六
年

(
一
一
二
八
)
に
先
覚

国

師

が
封

贈
さ
れ

(
世
家
五
)
、
一
方
で
は
道
読

識
記
が

流
行

し
、
政
局

や

民
心

を
支
配
し
続
け
た
。
『
高
麗
史
』
に
引
用
さ
れ
た

識
記

は
、
陰
陽

五
行

や

地
理

稗

補

の
原
理
に
よ

つ
て
逆
処

・
悪
処

・
衰
処

の
地
徳
を
補

い
、

王
業

の
延
基
を

図
る

の
が
中
心
に
な

つ
て
い
る
。
従

つ
て
、
識
記
が
用

い
ら
れ
た
の
は
、

還
都

や
宮
殿

・
寺
院
経
営
と
か
、
朝
廷

の
制
度
な

ど
、
極

め

て
重

要

な

政

築

で

あ

る
。
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例
え
ば
、

定
宗
四
年

(
九
四
七
)
に
は
図
識

に
よ

つ
て
西
京

(
平
壌
)
遷
都

を
決
議

し

た
。
(
世

家

二
)

顕

宗

二

一
年

(
一
○

二
○
)

に
は

『
三
韓

会

土

記
』
に
基
づ

い
て
東
京

(慶
州
)
留

守

を
復

置

し
た
。

(
志

一
一
)

文

宗

代

(
一
○

四
七
-

一
○

八
二
)

価
は
道
読

の

『
松
岳
明
堂
記
』

に
基
づ

い
て
国
業

延
長

を
図
り
、
貞

州
に
長
源
亭
を
建
立
し
た
。
(
志

一
○
)

さ
ら

に
、
同
王
三

○
年

(
一
○

七
六
)

価
は
田
柴
科
に

「
地
理
業
僧
人
」

が
置

か

れ

た
。
(
志
三

二
)

粛
宗

元
年

(
一
○
九
六
)
に

は
衛

尉

丞

同

正

金

謂
琿
が
、

『
道
読
記
』

(
3
)

(
『
道
読
密
記

』
)
・
『
道
読
踏
山
歌
』
・
『
三
角
山
明
堂
記
』
・
『
神

誌

秘

詞
』

の
説

を
取
り
挙
げ
、

南
京

(
ソ
ウ
ル
)
遷
都

を
主
張
し
た
。

(
列
伝
三
五
)

同
王
六

年

(
一
一
○

一
)
に

は
広
明
寺
僧
光
器

・
主
簿

・
進
士
ら

が
陰
陽
書
を
詐
造
し

た
が
見
付

か
り

(
世
家

一
一
)
、
同
年
平
州

の
妖
僧

覚
真

は
陰
陽

に

よ

つ

て
衆

人
を
眩
惑

し
た
と
あ

る
。
(
同
上
)

こ
の
よ
う
な
識
書

の
流
行
に
よ

つ
た
も

の

か
、
容

宗
元
年

(
一
一
○
六
)

に
は
太
史
官
ら
に
命
じ
、

陰
陽
地
理
諸
家
書
を

側
定

さ
せ
、

『
海
東
秘
録
』
と
名
付
け
た
後
、

正
本

の
外
写
本
三
部

を
作

成

し

て
御
府

・
中
書
省

・
司
憲
府

・
太
史
局

に
各
各
所
蔵
さ

せ
た
。
(
世
家

一
二
)

従

つ
て
、

高
麗

の
識
記
は
容
宗
元
年

の

『
海
東
秘
録
』

に
よ

つ
て
、
悉
く
収

め
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
出
来

こ
と
が
高
麗

王
室

の
道
読

へ
の
重

な

る
追
贈

と
深
く
関
わ
る
と

こ
ろ
に
は
疑
う
余
地
が
な

い
。
例
え
ば
、

仁
宗
六

年

の
詔

に

「
元
暁

・
義
想

(
湘
)
・
道
読
皆
高
僧
。

宜
令
二
所
司
殉
封
贈
。
」
(
世

家

一
五
)

と
あ
る
。

元
暁

・
義

湘
両
師
も
ま
た
韓
国

の
識
記

と
関

わ
り
あ

る
も

(
4
)

の
の
、
国
業
延
基
を
図
る
上
で
道
読
を
元
暁
・
義
湘
と
等
し
く
見
な
す
と
こ
ろ

に
注
目
さ
れ
る
。

『
海
東
秘
録
』
の
成
立
後
に
も
、
識
記
は
前
と
同
様
に
流
行
し
た
。
仁
宗
代

に
は
西
京
僧
妙
清
が
、
道
読
説
に
よ
つ
て
、
開
京
の
地
衰
や
西
京
の
大
華
勢
で

あ
る
こ
と
を
い
い
、
西
京
遷
都
を
主
張
し
た
が
、
朝
廷
の
反
対
に
当
り
、
つ
い

に
叛
乱

を
起
し
称
帝
建
元
し

て
大
華
国
と
名
付
け
た
。

(
列
伝
四

一
)

忠
烈

王

八
年

(
一
二
七
七
)

価

『
道

読
密
記
』

に
基
づ

い
て
、
宮
閾
造
成
都
監

の
政
策

を
定
め
た
。

(
世
家
二
八
)

恭
慰
王
六
年

(
一
三
五
七
)
に
は

『
玉
竜
記
』
に
基

づ

い
て
官
服

・
僧

服

・
女
服

の
色
を
定
め
た
。
(
志

二
六
)

同
王
代

(
一
三

五

二
-

一
三
七
四
)

に
権
僧
辛

晩
は

『
道

読
記
』

に
よ

つ
て

「
松
岳
気
衰
平
壌
遷

レ
都
」

と
請

い

(
列
伝
四
五
)
、
知
都
倉
議

呉
仁
沢
な

ど
は
同

『
密
記
』

の

「
非

レ僧

非
レ
俗
乱
レ
政
亡
レ
国
」
説
を
引

い
て
辛

暁
除
去

を
主
張

し
た
。

(
同
上
)

さ

ら

に
、
同
王
代
普
愚
国
師
は

「
都
二
漢
陽

一則

三
十
六
国
朝
」
と
奏
言
し
、

つ
い

に
漢
陽
宮
闘
を
築

い
た
。

(
列
伝

一
九
)

廃
禍

王

一
四
年

に
は

「
十
八
子

(
李
)

得
国
」
識

言
が
流

布
し
た
。

(
列
伝
五
○
)

『
高
麗
史
』
を
通
じ
て
、

こ
れ
ら
高
麗

時
代
に
行
な

わ
れ
た
識
書
を
数
え

る

と
そ

の
種

類

は
、

大
体

『
道

読
密
記
』
・
道
読

『
松
岳
明
堂
記
』
・
『
道
銑
踏
山

歌
』
・
『
三
角

山
明
堂
記
』
・
『
玉
竜
記
』
・
『
三
韓
会
土
記
』
・
『
神
誌
秘
詞
』
な

ど

が
挙
げ
ら
れ
、
殆

ん
ど
が
道

読
撰
と
名
乗

つ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。

そ
し
て
、
識

記
は

王
室
を
始
め
、

朝
廷

・
僧
侶

・
民
間

に
広
く
流
布

し
、
奏

言
者
も
反
対
者
も
同

じ
く
識
説
を
用

い
た

の
で
あ
る
。

そ
れ
は
当
時

の
大

き
な

思
潮

で
あ

つ
た
た
め
、

道
読

の
作
識
真
為

と
か
、

入
唐
求
法
説

な
ど
は
全
く
問

題

と
せ
ず
、

彼
を
神
僧
と
讃
え

る
ば
か
り

で
あ

つ
た
。
換
言
す

れ
ば
、
道
読
識

記

は
仏
教
と
と
も
に
高
麗
王
室

に
受
容
さ
れ
て
か
ら
、
全
時
代

を
通
じ
て
王
業

延
基

の
原
理
と
な
り
、

高
麗

王
室

の
仏
教
信
仰
の
底
流

を
形
成

し
た
も
の
と

い

え

る
。

1

『
東
文
選
』
巻

一
一
七
。

碑
陰
記

は
今
西

竜

著
、
『
高

麗

及
李

朝

史

研

究
』
五
○
頁
以
下
。

2

『
東
文
選
』
巻
二
七
、

崔
応
清
撰

「
官
詰
」
。

3

『
高
麗
史
』
志
巻

一
○
。

4

元
暁

・
義

湘

の
識

記
関
係
は
、
『
青
鶴

集
』
・
『
海
東
伝
道
録
』
・
『
芝
峰
類
説
』

一
八

・
『
五
洲
術
文

長

箋

散
稿
』

四

三

・
『
鄭
鑑
録
』

な
ど
参
照
。

(
仏
教
大
学
大
学
院
)

『
高
麗
史
』

所
引

の
道
読
識
記

に

つ
い
て

(
梁
)
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